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要約 
企業の財務状況や利益を計算する
ための方法が会計(アカウンティン
グ)である．そして，企業の資金の
流れに関する活動が財務(ファイナ
ンス)である．会計・財務ではこの

両方について学ぶ． 
か企業会計には，法律に定められ
た情報会の仕組みである財務会計
と，企業活動の見直しや経営計画
の策定に使われる管理会計がある．



売上と利益の関係
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売り上げと利益
•企業においては，売上高 ≠ 利益となる 

売上を上げるために様々な費用がかかっているため 

• 売上を上げるためにかかる費用を売上原価という 

固定費：売上高にかかわらず固定でかかる費用 

変動費：売上高によって変動する費用 

• 売上高 - 売上原価 = 売上総利益 
売上総利益 = 0 となる点を損益分岐点という
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損益分岐点
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損益分岐点　＝

変動費

固定費

変動費率　＝　変動費　➗　売上高 
（総費用線の傾き）

総費用線



決算の仕組みと財務諸表
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決算
• 決算：一定期間の収支を計算し，利益(または損失)を算出すること 

そのために財務諸表を作成する 

• 決算の種類 
中間決算：半年ごとの決算 

四半期決算：３ヶ月ごとの決算 

• 会計基準は国際的な会計基準としてIFRS(International Financial 
Reporting Standards : 国際財務報告基準)がある
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財務諸表
• 企業が作成を義務付けられている財務諸表 

貸借対照表：ある時点における企業の財政状態を表す．
バランスシート(Balance Sheet : B / S)ともいう 

損益計算書：一定期間における企業の経営成績を表す 

キャッシュフロー計算書：一定期間のキャッシュの増
減を表す．上場企業で求められる
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貸借対照表
会社の資産と負債，総資産（資本）
の関係が 

資産 = 負債 + 純資産 

となり完全に等しくなる
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損益計算書
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100,000 - 60,000

40,000 - 5,000

35,000 + 5,000 - 10,000

30,000 + 2,000 - 3,000

29,000 - 12,000



キャッシュフロー計算書
• 3つに分けて表示 

営業活動に関するキャッシュフロー 

投資活動によるキャッシュフロー 

財務活動によるキャッシュフロー 

• キャッシュフロー計算書の「現金及び
現金同等物の期末残高」は，貸借対照
表(期末)の「現金及び預金」の合計額
と一致する
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資産管理

 13



棚卸資産評価
• 棚卸資産：販売する目的で一時的に保有している商品，製品
などの総称．一般的に言う「在庫」 

• 棚卸資産の評価方法
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先入先出法 先に入れたものから順に払出しを行ったものとして，棚卸資産の評価を行う

後入先出法 最後に入れたものから順に払出しを行ったものとして，棚卸資産の評価を行う

総平均法
期初在庫(繰越在庫)の評価額と取得した棚卸資産の総額との合計額をその総数

量で割り，平均単価を算出し，それを元に評価を行う



減価償却
• 減価償却：固定資産について減価償却費を当期の費用とし
て計上するとともに，固定資産の帳簿価格をそれぞれ減
額させる会計方法
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定額法
• 耐用年数経過時に残存帳簿1円まで償却を行えるというもの
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定額法における償却限度額 

償却限度額 = 取得価額 × 定額法の償却率
定額法の償却率：耐用年数省令別表第八に規定される値



定率法
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定率法における償却限度額 

調整前償却率 = 期首帳簿価額 × 定率法の償却率 
償却保証額 =取得価額 × 保証率 

①調整前償却額 >= 償却保証額の場合 
償却限度額 = 調整前償却額 

②調整前償却額 <= 償却保証額の場合 
償却限度額 = 改定取得価額 × 改定償却率



経営分析
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経営分析
• 財務諸表の数値を用いて計算・分析し，企業の収益性や効
率性などを評価・判定するための技法 

内部分析：企業内部の経営者・管理者が行う．企業の現
状の把握や経営戦略立案に役立てる 

外部分析：企業外部のステークホルダが行う．投資など
に役立てる 

• 経営分析の主な視点には，収益性分析・安全性分析・生産
性分析などがある
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収益性指標
• 企業の収益獲得能力に関する指標 

利益を絶対がくではなく比率としてみることで，企業
規模に関係なく比較できる
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収益性指標
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収益性指標
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安全性指標
• 企業の支払能力や財務面での安全性に関する指標
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安全性指標
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安全性指標
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生産性指標
• 企業のインプット(経営資源，投入量)をどれだけアウトプッ
ト(産出量)に変換できたかを表す指標
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経済性計算
•企業の設備投資に当たって設備投資の意思決定に用いる 

現在価値と将来価値を区別し，将来価値 = 現在価値 × (1 + 金利)
と考え，資産を全て現在価値に合わせて計算する
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経済性計算
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演習問題
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問題１
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解説
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問題２
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解説
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問題３
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解説
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問題４

 36



解説
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問題５
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解説
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